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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のＩＰ発注記録を格納するようにされたＩＰ発注データベースと通信するようにさ
れた指示ツールを含む知的財産（ＩＰ）の申請を指示するためのコンピュータシステムに
おいて、
　各ＩＰ発注記録は、（ａ）少なくとも１つの受信代理人電子メールアドレス、（ｂ）更
新可能ステータスを含み、
　前記指示ツールは、特定のＩＰ発注記録に対応するＵＲＬを含む電子メールを対応する
受信代理人電子メールアドレスへ送信するようにされる、ことを特徴とするシステム。
【請求項２】
　請求項１に記載のコンピュータシステムにおいて、前記符号化ＵＲＬが活性化されると
、前記システムは前記特定のＩＰ発注記録に対応する前記更新可能ステータスを更新する
、ことを特徴とするシステム。
【請求項３】
　請求項１または２に記載のコンピュータシステムにおいて、前記更新可能ステータスは
第１、第２、第３、および第４段階のうちの少なくとも１つを含む、ことを特徴とするシ
ステム。
【請求項４】
　請求項３に記載のコンピュータシステムにおいて、前記第１段階は「指示された」に対
応し、前記第２段階は「受信された」に対応し、前記第３段階は「申請された」に対応し
、前記第４の段階は「翻訳完了」に対応する、ことを特徴とするシステム。
【請求項５】
　請求項１乃至４の何れか一項に記載のコンピュータシステムにおいて、前記ＵＲＬは符
号化ＵＲＬである、ことを特徴とするシステム。
【請求項６】
　請求項１に記載のコンピュータシステムにおいて、前記ＵＲＬは、活性化されると、ユ
ーザが前記ＩＰ発注記録の前記更新可能ステータスを複数の段階へ更新できるようにする
ウェブサイトへのアクセスを提供する、ことを特徴とするシステム。
【請求項７】
　請求項２乃至６の何れか一項に記載のコンピュータシステムにおいて、前記ＵＲＬが活
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性化されると、前記コンピュータシステムは受信代理人電子メールアドレスへ確認電子メ
ールを自動的に送信する、ことを特徴とするシステム。
【請求項８】
　ＩＰ発注データベースとウェブサービス応答プロセッサとを含む知的財産記録資料編成
システムにおいて、
　前記ＩＰ発注データベースは、それぞれが更新可能ステータスを含む複数のＩＰ発注記
録を格納するようにされ、
　前記ウェブサービス応答プロセッサは、ウェブサービス応答を受信することに応答して
少なくとも１つのＩＰ発注記録の更新可能ステータスを更新するようにされる、ことを特
徴とするシステム。
【請求項９】
　請求項８に記載の記録資料編成システムにおいて、前記ウェブサービス応答は少なくと
も（ａ）ＩＰ内発注識別子と（ｂ）ステータス更新指標の情報を含むＸＭＬファイルを含
む、ことを特徴とするシステム。
【請求項１０】
　請求項９に記載の記録資料編成システムにおいて、前記ステータス更新指標は前記ＩＰ
発注識別子に対応するＩＰ発注記録の１段階から別の段階へのステータスの変化を表す、
ことを特徴とするシステム。
【請求項１１】
　請求項８に記載の記録資料編成システムにおいて、前記ウェブサービス応答プロセッサ
はさらに、前記ＩＰ発注データベース内の前記ウェブサービス応答に対応する新しいＩＰ
発注記録を作成するようにされる、ことを特徴とするシステム。
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